
「フッ化物」って
なぁに？

宮崎県の歯科保健の現状

集団フッ化物洗口による健康格差の縮小
について

保育所、幼稚園、認定こども園及び学校等で実施するフッ化物

洗口は、家庭の事情に左右されないため、家庭で個人的に実施

するよりも継続しやすいと言われています。また、時間的な理

由や経済的な理由などで、家庭でのケアが必ずしも誰にでもで

きるわけではないため、集団でフッ化物洗口を実施すること

は、家庭環境によらず効果が得られ、健康格差の縮小につなが

ることが知られています。

みんなでできる

むし歯予防なんだね。

続けることが

大事なんだよ。
出典：宮崎県・宮崎県立看護大学調査（地域貢献等研究推進事業・むし歯予防対策評価事業）
※平成28年度と29年度に県と県立看護大学とで20歳の方を対象に口腔状況等の調査を
　行いました。

保育所・幼稚園実施
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歯から溶け出したカルシウムやリン酸を歯に戻す働きを促進
します。

家庭で実施する場合、家庭の状況により継続でき
なくなる場合があります。集団で行うと、家庭での
実施に比べて継続性に優れ、高いむし歯予防効果
が期待できます。さらに子ども達はフッ化物による
むし歯予防の恩恵を平等に受けることができます。

保育所
幼稚園
等

フッ化物洗口の方法の例
洗口法

週５回（毎日）法

週１回法

主な対象

保育所・幼稚園等

小・中学校

フッ化物濃度

250 ～ 450ppm

900ppm

使用液量/１回分

５～７mL

10mL

口液を口に含み、液がよく歯に行き渡るよう
に30秒～１分間ブクブクうがいをします。

１回分の洗口液を飲み込んでしまっても
大丈夫ですか。

どうして保育所や幼稚園、学校などの集団で
フッ化物洗口を行う必要があるのですか？

フッ化物入りの歯磨き剤を使用しており、
定期的にフッ化物の塗布も受けています
が、フッ化物洗口を行うと取りすぎになり
ませんか。

１回分全量飲み込んでしまっても問題はありません。

しかし、飲み込まずにうがいができるよう事前によく

練習を行いましょう。
取りすぎになることはありません。より一層、むし歯

予防の効果を促進します。

【参考文献】フッ化物洗口マニュアル（2022年版）
　　　　　宮崎県フッ化物洗口マニュアル（令和2年3月）


